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『飼料添加物の成分規格及び評価基準等収載書』

第三版が令和5年3月に発刊されました。

第二版発行後の関係政省令の改正に対応し、現在指定されている

飼料添加物の成分規格及びその関連事項、新規飼料添加物の指定

に必要な事項等を系統的に整理した最新情報を収載しております。

問い合わせ先

一般社団法人日本科学飼料協会

TEL 03-3297-5631 FAX 03-3297-5633

メール info@kashikyo.lin.gr.jp

協会の出版物HP

http://kashikyo.lin.gr.jp/publication.html

お問い合せ先

一般社団法人日本科学飼料協会

〒104-0033 東京都中央区新川2-6-16 馬事畜産会館 6階

TEL :03-3297-5631  FAX : 03-3297-5633

E-mail：info@kashikyo.lin.gr.jp      ホームページ：http://kashikyo.lin.gr.jp/

日本科学飼料協会では、他にも「飼料安全法関係通知集」、「飼料ハンドブック」等、飼料に関する

書籍を出版しています。ぜひご活用下さい。

新刊図書 発刊のお知らせ

発刊されました（令和5年3月）。



お問い合せ先

一般社団法人日本科学飼料協会

〒104-0033 東京都中央区新川2-6-16 馬事畜産会館 6階

TEL :03-3297-5631  FAX : 03-3297-5633

E-mail：info@kashikyo.lin.gr.jp      ホームページ：http://kashikyo.lin.gr.jp/

日本飼養標準・肉用牛（2022年版）

今回の改訂では、最新の国内データや海外情報に基づいて検証が行われ、肉用牛の成長曲線、乾
物摂取量、エネルギー要求量等が現状に合わせて変更されました。また、高品質で安全な畜産物生産
のための情報や環境負荷低減のための窒素排泄量の低減等、現状に沿った新しい項目の追加や既存
項目の更新、充実が図られています。
日本科学飼料協会では、「日本飼養標準・肉用牛（2022年版）」の他にも、畜産、飼料に関した
様々な書籍を扱っております。お気軽にお問い合わせください。

「酪農及び肉用牛産の近代化を図るための基本指針」や「家畜改良増殖目標」が令和２年に発表さ
れ、これらに基づいた家畜の発育や飼料の利用性の向上、畜産物の生産基盤の強化等を行うため、

『日本飼養標準・肉用牛（2022年版）』が令和5年4月に発刊されます。

改訂のポイント （一部）

無機物の欠乏と中毒の目安

放牧牛の養分要求量

たん白質要求量算定式

乾物摂取量の推定式
成長曲線

窒素排せつ量の低減

令和5年4月に発刊されます。

新刊図書 発刊のお知らせ

エネルギー要求量算定式

ビタミン・ミネラル類の要求量
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